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　　　第一課　　労働の意義
Ⅰ．何のために働くのか。
　　１．労働は神によって与えられた務め
　青年と乞食との対話という話があります。ある路上で青年と乞食が会い、青年が乞食に尋ねたのです。
　「お前はなぜ働かないんだ」
すると乞食はこう答えました｡｢答える前にわしもおまえに尋ねたい。おまえは何のために働いているのか」
　「名誉や地位が欲しいのだ」
青年がこう答えると、乞食はなおも尋ねました。
　「それを手に入れたらどうします」
　「大邸宅に住むんだ」
　「それができたら、つぎは？」
　「美しい妻と結婚し、子供を生むさ」
　「それもできたら？」
　「金をうんと貯めるのだ」
　「それもできたら、そのあとは？」
　「働くのをやめて悠々と遊び暮らすのさ」
　そこで乞食が答えて、言ったそうです。
　「おまえが一番したいことを、わしは今やっているんだ」
　この寓話は、働くことが「将来らくをするため」「遊び暮らすため」「安楽のため」の手段だとするならば、その考えは、乞食やヒッピーにまさるものではないことを語っているのです。
　これに対し、聖書の語る「労働観」は、労働は自分の願望を達成するための手段でなく、働くことそれ自体が神から与えられた務めであり、神がこれを人間に与えられたのだとしています。神は、人を創造されてすぐに「地を
－１－
満たせ。地を従わせよ。｣と命じられました(創世記１：２８）。これが働くことについての最初の仕事への言及でした。つぎに神はアダムをエデンの園に連れて行き､｢これを耕させ、これを守らせられた」とあり、これは実に具体的な働くことへの言及です。すなわち、労働そのものは堕落の結果生じたものではなく、神のみこころの実現のために用いられる祝福として与えられたものでした。
　日本の古来の言い伝えでも、はたらくことは、はた（周りの人々）をらく（楽）にすることだと言われてきました。地を治めることは、被造物が互いに創造の秩序の中で共存することを意味し、このための助け合いとして人は各方面で働かねばならないものとして造られたのです。
　２．労働の苦しみはどうしてあるか
　人は最初エデンの園で耕していたのですが、アダムの原罪、つまり堕落によって、労働は苦しいものになったのです。
　「地はあなたのためにのろわれ、あなたは一生、苦しんで地から食物を取る｡｣（創世記３：１７～１９）ここで言われているのは、神が労働そのものをのろったのではなく、罪により、神との平和な関係が破壊されたことによって、労働は、自分で自分を支えるものとして労苦や困難が伴うようになったのです。
　　３．労働の秩序（あり方）
　救われた私たち、つまり、神との平和な関係を回復した者にとって労働は義務であるとともに祝福でありますが、創造の働きのあとにあった安息に象徴されているように、それが実際生活において真に祝福となるためには安息（休み）が必要です。この原則を無視するとき、肉体的にも精神的にも、いろいろな問題がおこりやすくなります。
－２－
Ⅱ　怠惰と精勤
　　１．怠惰への戒めと精勤の教え
　「貧乏人は麦を食え」と言って、かつて国民から非難を受けた蔵相（のち首相）がいましたが、聖書の思想は、貧乏の非難ではなくて、使徒パウロが言うように､｢働こうとしない者は食べることもしてはならない｣(第２テサ３：１０～１１）という怠惰への戒めなのです。そのほか、遊び歩き、動きまわることへの警告（第１テモテ５：１３、第２テサ３：１１)､身を入れて手づから働くべきことへの命令（第１テサ４：１１～１２)､一般的な精勤の教え（箴言６：６～１１、１２：２４、２７、１８：９、１９：１５、２０：４、２１：２５、２２：１３、２６：１３～１６）などがあります。
　　２．家族や親族をかえりみる責任
　「もしある人が、その親族を、ことに自分の家族をかえりみない場合には、その信仰を捨てたことになるのであって、不信者以上にわるい｡｣（Ⅰテモテ５：８)｡当時、パウロがこのようにきびしい言葉をもって警告しなければならない事情があったようです。クリスチャンとしては、誠実に働くことによって家族に対する義務を果たすべきことを当然の証しとして大切にしましょう。
Ⅲ　休息 ― 労働からの解放 
　　１．日曜日は休日でなく聖日（主日）
　
　モーセの十戒（律法）以前に、すでに創造の秩序の中で「神が六日ですべてのわざを終え、第七日に休まれた」とありますのは、人間もまた七日に一日休むべきものとして造られたことを意味しています。
　さらに、出エジプト２０章８～１１節の十戒第四戒「安息日を覚えて、これを聖とせよ」の主旨は、この日は単に労働の休みの日ではなく、神のみわざを記念するために聖別する日であるという教えです。「聖とせよ」は「聖
－３－
別せよ」とも訳されますが、その本来的な意味は「もっぱら神の御用のためにささげる」ということです。
　旧約時代の民は、土曜日を安息日として厳重に守り、犯すものは死をもっ
て報いられました（民数１５：３２～３６)｡しかし、新約時代以後、キリストの復活を記念して、日曜日を「主の日」として守るようになりました。つまり、キリストとそのみわざをほめたたえるために献げた日として敬虔に過ごすようになったのです。
　一週間という単位はローマ帝国の時代に普遍的に定着し始めたといわれます。コンスタンスチヌス一世がＡＤ３２１年に日曜日・「主の日｣（Ｄies Ｓolis)を制定して、神への礼拝と休息の日にあてました。その後、歴史的には、一週間を十日にしてみたり(フランス革命後の共和暦)、1929年にはロシアで一週を五日にしてみたりの試みもありましたが、長続きせずいずれも失敗し、ほどなく元通りの一週七日制に戻ってしまいました。神が歴史を支配しておられるのです。
　　２．聖日（主日）を守ることの大切さと難しさ
　
　聖日（主日）礼拝を守ることは、クリスチャンにとって生活のかなめであると言えます。聖日（主日）に教会に集まり、礼拝し、祈り、聖言を聞き、一週間の導きを求めることの大切さは、ここで述べるまでもないことですが、問題は仕事や家庭の事情でこれを守れない難しさをどうするかということでしょう。
　とくに、現代の職業生活の多忙さ、複雑さは異常とも言えるほどで、聖日厳守がクリスチャンにとっても難しくなってきています。深夜までの超過勤務・日曜出勤・シフト勤務が常態化しています。また、仮に日曜日を休めても家の仕事をする唯一の日、または友だちを訪問する等、私用をこなす日として残されているのです。
　聖日（主日）を守ることの難しさの解決のためには、ただ起こっている事態を見るだけでなく、幾分か立ち入って、本質的な事柄に目を向けなければならないでしょう。たとえば、私たちは、なぜ日曜日を聖日（主日）として守らなければならないか、という原点を改めて考えてみることが必要でしょ
－４－
う。それは「経済力あっての生活」という人生哲学から、経済追求という命題に心が支配されやすいということです。たしかに経済は必要ですが、人間や家庭にとって真に第一でないものが第一になる時、さまざまなゆがみがおこってきます。
　私たちの体と精神は休みなしに働くようにつくられてはいません。体の休みはよく分かるのですが、精神のための休みが理解されにくいのです。昔にまして緊張を要する仕事に対して神経が疲労し、締めつけられます。そればかりか、複雑な人間関係・こわれた家族関係などのためにも、私たちの精神は、不安・恐れ・憎しみ・怒りなどのために傷つき、病み、精神神経系の病気が激増しています。これこそ、キリストがそのために私たちを招いておられる状況です。そして、これに休みを与えることが出来るのは、「休日のごろ寝」でも「スポーツ」でもなく、まさに「イエス・キリストご自身」なのです｡(マタイ１１：２８～３０）
　こうして、あらためて私たちは､｢神のみことば」を、救いのことばとしていただく必要があります。それゆえ主は、七日のうち一日は「あなたがたの所有物」ではない､｢わたしのもの」だ、と仰せになりました。逆説的にいえば、私たちの時間を神にお返しする時にはじめて、すべての時間はまさしく私たちのものとして生かして用いることができるのです。また、家族そろって礼拝を守れたら、まさに最高の祝福と言えるでしょう。
　　３．余暇としての日曜日の過ごし方
　さきにも述べたように、クリスチャンの真の休息は、礼拝によって与えられますが、それとともに、肉体のリフレッシュ、家族の団らん、人間関係を豊かにするために過ごすことも大切なことです。
　　　第二課　　職業とは何か
Ⅰ　職業観の変遷－召しの神学との関連－
　　
　　１．宗教改革以前の職業・労働観
－５－
　ギリシャ人は、労働は道徳的なことや友人や文化に心を向ける余裕を失わせる、という理由で「低俗な手仕事」と見なしていました。しかし聖書は、日常生活に必要な労働をたたえ、決して蔑視しませんでした。ローマ時代に
ストア派のセネカは、体は魂の牢獄であると見て、体を低いものと見ることが純粋な自由であると考えたのです。これに対して、セネカと同時代に生きたパウロは、体は牢獄ではなく、聖霊の宮であると書きましたし、彼は、精神的であると肉体的であるとを問わず、あらゆる種類の労働を主に対する奉仕と見なしていたのでした。
　宗教改革以前の時代は、労働というものが正しく評価されていませんでした。この時代の神学者であるアウグスチヌスは、学び・宣教・教えを含むすべての労働を意味する「活動的生活」と、神の真理への省察と黙想を意味する「観照的生活」を区別しました。トマス・アクイナスもほぼ同様の考えで、前者は「現世の必要」のためだけのものでありますが、後者は「永遠のもの」に目を向けるので、より高次なもの、すぐれたものと考えました。
　このことから当然のように、中世キリスト教では、召しとは司祭か修道士になることであるという考えが生まれたのです。召しあるいは召命(CallingVocation) という語は、そのような聖職に召されることにだけ用いられたのです。
　　２．宗教改革時代の職業・労働観
　ローマン・カトリック教会の召命についてのこのような考え方が、宗教改革でひっくり返ってしまったことはご存知の通りです。改革者のマルティン･ルターは、1520年の著作の中で、聖職者も平信徒も等しく恵みによって選ばれた者であり、司祭であるか世俗の仕事にたずさわる信徒であるかは、職務の違いだけであって、神の召しの高い低いにおいては何らの差異もない、と
述べたのでした。ここから、職業というのは、どんなものでも神の召しによるものと考えられました。ドイツ語で召命を意味するベルーフ(Beruf) を、ルターは、職業を意味する言葉としてそのまま使用しました。英国の宗教改革者ウイリアム・ティンダルもこのような職業観を徹底させたため、1536年に異端視されて処刑されています。
－６－
　このように、宗教改革によってもたらされた職業観は職業に聖書的根拠を与えましたが、一方、いわゆる職業としての働きでない病人を見舞うことや人を慰めることやボランティアの仕事など、また女性の家事や子育てなどは低くみられたのではなかったでしょうか。
　さらに、プロテスタンティズムの職業観を形成したと言われるカルヴィンの思想は、産業活動を活発にしてきた一方、営利主義を促したという見方もあります。
　　３．産業革命以後、現代までの職業観
　
　産業革命以降、効率主義が追及されるようになり、召命ないし職業観はいよいよ本来の意義を失ってきました。自動車王ヘンリー・フォードは「仕事こそ、我らの健全さであり、自尊であり、救いである」と労働することそのものをうたいあげましたが、労働生活は苛酷なものとなり、労働生活の中で見失ったものを、労働運動とかマルキシズムの理論に見出そうとするようになり、労働が商品価値と見なされることからくる人間性の喪失が起こってきました。信仰復興運動の指導者ジョン・ウェスレーも、職業を神の召命として重んじて受け入れつつ、そのあまり、職業が信仰や礼拝を軽んじて行く傾向に警鐘を鳴らしつづけました。
　それでは今日のわたしたちは､｢召し」の神学との関連において、職業をどう考えたらよいのでしょうか。
  まず､｢召し」という言葉は、聖書においてはキリスト教的奉仕職について考えられていると思われます。たとえば、神は「ある人を伝道者とし、ある人を牧師、教師としてお立てになった（エペソ４：１１)｣とあるように、神がその人を聖なる職務に召しておられるといえます。
　しかし、他方においては聖職者だけに限らず、すべてのクリスチャンは、神によりキリストの証人としてこの世に遣わされています（ヨハネ1７：1８､第２コリント５：２０他)｡したがって、この世における生活全体が、いわばキリストの証人として召し出された生活なのです。そして職業生活もその例外ではありません。つまり、わたしたちクリスチャンは職業そのものを「召し」とはいえないまでも、その職業を通して神の恵みを証しできるようにつ
－７－
とめるのです。
Ⅱ　職業の選択
　　１．職業の要素
　
　職業を選択するにあたって、職業にともなう一般的な三つの基本的要素について考えてみましょう。
（１）自己保存としての職業
  第一に、職業には「自己保存」という目的があります｡｢食べるために働くということです。人間は体をもって生きる存在ですから、生きるためには、着るもの、食べるもの、住むところを必要とします。命を与え、生活を維持し、暮らしを守るためには、経済的に安定した収入を獲得する必要があり、そのために働かなければなりません。
  パウロも「働こうとしない者は、食べることもしてはならない｣(第２テサ
３：１０）と言っています。働く力と機会に恵まれていながら､｢パン」を得るために積極的に働こうとしない者は食べる権利がないという意味です｡｢静かに働いて自分で得たパンを食べる｣(第２テサ３：１２）のが、人間としての基本的あり方です。職業選択にあたり、自らを養ない、かつ、家族の生活を維持することができるような収入を得るという基本的要素を軽視してはなりません。
（２）自己実現としての職業
  自己保存という要素はきわめて大切なことですが、ただ食べるためだけ働くというのでは淋しい限りです。
　職業には、自分自身の能力や適性をいかして、人生の夢や希望を実現して
ゆくという「自己実現」の要素もあります｡｢自分にあった、やりたい仕事につく」ということです。食べることができ、かつ、自分に向いている職業を選ぶことができれば幸いです。
（３）社会的貢献としての職業
　クリスチャンもまた人間として社会の中で生きる社会的存在であり、かつ
－８－
社会的役割を果たすという貴い義務を神によって与えられています｡｢食べること｣(自己保存)､「自分の夢を果たすこと｣(自己実現）も重要ですが、これらに加えて、直接的であるにせよ、間接的であるにせよ、その職業を通して「社会に役立つ｣(社会的貢献）という要素もまた重要視したいものです。
　一般に職業を選ぶ際には、以上の要素を考慮するものと思われます。
　　２．クリスチャンの職業選択の基準
　
  しかし、世につかわされたクリスチャンとして、神の栄光をあらわせるような職業生活ができるよう、以下のことを考えましょう。
（１）神から与えられた適性、 能力を生かせるような職業を祈り求める
　クリスチャンはそれぞれ、神から賜物を与えられています。その賜物を生かせるような職業に就くことが、本人にとっても周囲にとっても幸せなことです。自分自身の性格や能力、適性などを調べましょう。職業適性検査等を
利用して、自分の個性・適性、能力に合う職業を選択することも大切なことです。
（２）聖日（主日）を守れるような職業を与えられるよう祈る
　自分自身の信仰のためと、未信者に対するあかしのため、クリスチャンにとって、聖日礼拝を守ることは生命線です。職業を選ぶ際、日曜日に休める職業に就けるように祈りましょう。就職試験のときの面接などでも、クリスチャンであることを表明できるよう祈りましょう。また日曜出勤が日常化する職場に配置されたときは忍耐づよく切に祈り求めるべきです。祈りが聞かれた例は数多くあります。
（３）体や魂が健やかに保てるような職業に就けるよう祈る
　「神のみこころは、あなたがたが清くなることである｡｣(第２テサ４：３)にあるように、職業選択の基準の三つめは、自らを健やかにできるような仕事を選ぶということです。たとい、高額の収入が得られたとしても、また、どんなにやりがいがあるように見えても、健康が損なわれたり、良心にもとるような仕事は好ましくありません。
－９－
  そういう点では、クリスチャンの職業選択は未信者にくらべて限定される面があるかもしれませんが、牧師の指導や教会の祈り、そして何よりもみことばの光と祈りのうちに、自らを生かし、高め、他者に貢献できるような仕事を求めていきましょう。
第三課  職業生活の実際
Ⅰ　職業生活における基本的な姿勢
　職業に限らず、家庭にしろ、学校にしても、クリスチャンがこの世にあって生活していくとき、さまざまの困難や戦い、そして誘惑がつきまといます。しかし、それは当然のことであり、避け得ないことなのです。なぜなら､｢世のものでない｣(ヨハネ１７：１６）クリスチャンがキリストにより「世につかわされて｣(ヨハネ１７：１８）この世にあって生活しているからです。そしてそこには､｢キリストの証人」として生きるという使命が託されています。　クリスチャンが職業生活において当面する最も大きな戦い、誘惑の一つはクリスチャンの良心を貫くことを放棄して、この世と妥協、迎合して生きようとすることです。
　しかし聖書は、何事をするにも、すべて神の栄光のために（Ⅰコリ１０：３１）と教え、また､｢あなたがたはこの世と妥協してはならない。むしろ、心を新たにすることによって、造りかえられ、何が神の御旨であるか、何が善であって、神に喜ばれ、かつ全きことであるかをわきまえ知るべきである｣（ロマ１２：２）と勧めています。
Ⅱ  職業に従事する姿勢
　１．無神論的労働観の克服
　「労働は人格的なものとは何ら関係がない」とする無神論的な労働観に支配されないようにしましょう。
　ある出版会社社長の話によると､｢コンピューター操作のようなものは、若
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い女性にやらせています。私たちは若い女性は３年単位でやめていくと見ており、やめられても困らぬような部署を用意しておくのです。彼女らは消耗品と考えています」とのことでした。このような無神論的労働観に支配されると、ただ単なる自己実現や金銭欲、名誉欲に支配されるようになってしま
うおそれがあります。
  ２．信仰的労働観に生きる
　労働それ自体は苦痛であり、場合によっては単調さに耐えることを強いられます。毎日、同じことをくり返しているように思われて、ふと、虚しさを覚えることもあるでしょう。しかし、神がこの仕事を与えられ、この働きを通して神の栄光をあらわそうと願っておられるのだと気づく時、新しい意欲がわいてきます。不本意な日々も、主を見上げて最善を尽くし、異教の国でまことの神の大きな証しとなり周囲の人々や家族に対して大きな祝福となったヨセフの姿（創３７：～４１：）は、私たちの大きな励ましです。
　３．誘惑への勝利
　その他職業生活には、金銭や地位、肩書にからむ誘惑もあります。サタン
は人間の貪欲、所有欲、自己顕示欲、支配欲に働きかけて巧みに誘惑をしかけてきます。しかし、この世と妥協せず、また、私利私欲や自分の栄光のためでなく、すべて神の栄光のために生きるということが、クリスチャンの基本的姿勢であるべきことを覚えましょう。
Ⅲ　職場における人間関係
　日本のような社会において、職業人として、またクリスチャンとして生きることには多くの困難がともなうことも事実です。職場での人間関係をそこなわないようにしようとしたり、また、取引き上の付きあいにおいてクリスチャンとしての倫理観との板ばさみの経験をした方も多いことでしょう。どうすればよいのでしょうか。いくつかのポイントをあげてみましょう。
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（イ）過剰なクリスチャン意識から過度の身構えをしないこと。
（ロ）同僚や相手は、よい仲間でいたい、よい関係をもちたいと願っている　　　のであって、飲酒や賭けごとそのものを強要しているのではない。
（ハ）相手への友情、好意をいろいろな時に、いろいろな方法で示す努力を　　　しておれば、クリスチャンらしさを保つことが、煙たがられず、むし　　　ろ、信頼されることにもなる。
  実際、厳しい営業戦争の中に身を置きながなら、以上の原則を生かして実績を上げ、信頼され、よい人間関係を保っているクリスチャンたちが多くいます。
　　　第四課　　職場における証し
  私たちクリスチャンは、生の全領域において神様の栄光と恵みを証しすべきです。職業人としても、この使命に遣わされているのです。
Ⅰ  真実な生活
  「どのようにしたら、職場で証しができるか」という方法論を問う前に、
まず、自分が真実なクリスチャンとして生きることが大切です。自分が赦された罪人であることを知り、目先の損得、地上的栄光以上の大きな喜びや祝福を知っている者は、そうでない人とは根本的に違う生き方ができるはずです。
　この「違い」からくる真実さや同僚への思いやりが証しの基礎となるので
す。このような状況の中で、教会生活をしていることや、聖日（主日）礼拝を厳守していることも、一時、あるいは一部の人々に冷やかされたり、皮肉られたりされることはあるとしても、むしろ大方の人々の信頼を得ることになるのです。
Ⅱ  具体的な伝道
  私たちの願いは「すべての人が救われること」です。そうであるなら、日
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頃、苦楽を共にしている職場の同僚、また仕事を通して友人となった人々には何としても福音を伝えたくなるのが自然です。前述したように真実な生活こそ土台になりますが、聖霊による洞察、牧師の指導を受けながら、よいタイミングで教会行事に誘ったり、聖書等信仰図書をプレゼントしたり、その人に適したテーマのトラクトをあげることも有効でしょう。
  しかし、職場での宗教勧誘ととられないような配慮が必要であることは言うまでもありません。
Ⅲ  よい仕事ぶり
　以前は功名心と自分の名誉のために一生懸命、働いていたと思いますが、救われてからは、その動機が変えられました。
　責任感の強い、誠実な働きは証しの大切な要素であり、その結果としての昇進も証しであります。そして、与えられた立場での新しい権限が、クリスチャンらしく発揮されるなら、証しの生活は、ますます拡がりと深みを増していくことでしょう。　
全課のむすび
  この世と調子を合わせなければ、職業生活において十分適応できないのではないかという恐れと不安を抱いているクリスチャンがいます。このような考えがクリスチャンをこの世に対して力のないものにしていないでしょうか。しかし、真実なクリスチャンの生き方は、必ず祝福に至ることを確信して励んでまいりましょう。
  クリスチャンの生き方を示す神のみ言葉は普遍的原則ですから、あらゆる
場所で不安の要塞をも破壊する勝利の秘訣なのです。キリストの教会はみ言葉の実践研究にもっと力をつくして励まなければなりません。
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